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去 る2000年11月11日 午後2時 か ら3時 まで、沖縄国際大学で開催 された第18回 比較文明

学会大会で、私 は表記の題で基調講演 をおこなった。 これ は、 この大会の共通テーマであ

る 「文明の基礎 としての文化」 の一環 として、伊東俊太郎会長か ら依頼 された ものであ

る。

その要 旨は 「比較文明学会報34号 」 に巻頭言 として要約 したが、 ここにその全文 を掲載

して、ご批判 を賜 りたい と思 う。

1.バ リ島 の経 験 か ら

私 自身 は沖縄 を訪問 したのは二度 目で、沖縄 についてほ とん ど何 も知 らない人間ですの

で、沖縄文化 についてのお話 はあ とにつづ く諸先生の公開シンポジウムに譲 ることとし、

与 えられ ましたテーマについて、日頃考 えてお ります ことをお話 したい と思います。は じ

めに、去 る五月 に短時 日ですが初 めて訪問 しました、 インドネシアのバ リ島のことか ら話

してみたいと思い ます。

これは木村重信先生が会長である民族芸術学会 の研究大会が、海外で開催 されたの に参

加 した ものです。組織委員長 は大橋力千葉工大教授、 とい うよ りも芸能山城組 の組頭、山

城祥二 として良 く知 られた方であ ります。芸能山城組 は、長い間バ リ島 とかかわ りを持

ち、ケチャを日本に も紹介 されています し、現地 の劇場建設 にも協力 されてい ます。 この

大橋 さんの抜群のガイ ドによって、島の様子 を知 ることができました。

バ リ島はイ ンドネシア共和 国の一万七千の島々のひ とつで、行政区 としては正式にはバ

リ州、他がイスラーム化 しているこの国で、古い ヒン ドゥーの伝統 を残 している島 として

一303



文明の基盤 としての文化

良 く知 られ、また観光地 としても有名 であ ります。面積が563平 方キロで、淡路 島の593平

方キロよりやや小 さい島であ ります。人 口は約280万 人 だそうです。

皆様 のなかには、バ リをよくご存知 の方がす くな くない と思いますの に、あえて私の初

体験の ことから申 し上 げようと考 えたのは、 この島が、私に本 日与 え られたテーマにまこ

とにふさわ しい事例ではないか、 と思ったからであ ります。

私たちは夕方、島の最高峰であるアグン山3142メ ー トルを見 なが らデ ンパサール空港 に

着 き、バスでウブ ド村 にあるホテルに宿泊。 ウブ ドの王様 の経営するホテルは、 コテージ

の集合体の作 りで、それぞれが独立家屋で、庭 にはプール もあるというすばらしい施設で

した。観光 を主要 な産業に している島で、 さすが と思い ました。

翌朝 は、爪バ リ島概観視察"と い うことで、 まずバ トゥプラン村 のバ ロン劇 をた くさん

の外国人観光客 とともに見物 して、そのあ とバ トゥール山1750メ ー トルに近 い、水利寺院

の本 山 とされているウル ンダヌ ・バ トゥール寺院 に登 って、庭で礼拝、潅頂 を受 け、キン

タマー二高原の食堂 で昼食 をとりました。下山の途次 にさまざまな風物 を見学 しました。

まず トゥララガン村 で棚 田を見学、つづいてマス村の木彫、チュル ク村の金銀細工、バ ト

ゥブラン村の石彫、 トパ ティ村の更紗工房な どを見学 しました。いわば、一村一品運動風

に、村々が それぞれ専門化 した技術 をもって主 として観光客向 けの作 品を作 ってい るわ け

です。

といってもこれ らの村々 は水田稲作 を生業 としてお ります。その稲作 も、一年三毛作 と

いわれ る水田であ ります。バ スの車窓か らも、片方で稲刈 りを、他方で は田植 えをしてい

る光景 に実際にぶつか りました。 日中の強烈 な日差 しの間は、農作業 はで きません。 その

間に一村一品的な工芸作品をつ くり、 またケチ ャやバ ロン劇の練習を しているのだ と聞 き

ました。道で寺院への供物 を頭 に載せた女性たちを見 ましたが、それが 日常的に行われて

いるそ うです。 また道端の路上 に も供物が置かれていましたが、それ は悪霊に対 するお供

えだ ということです。 その腐敗臭が、供養 になるのだ とい うことで した。

大橋 さんの説明 によると、 この島には溜池がない、 とい うことで した。 その理由は、バ

トゥール山をはじめとす る火山群の火 口湖が天然の水源になっていて、そ こか ら豊かな水

が流れ落ちている。 あるところで は伏流水 になっている、 とい うことで した。 それが、 こ

の水 田稲作 をささえ、 ウブ ド村 のような中ほどの広々 とした水田地帯 を形成 しているので

あ ります。

島の鳥鰍図をご紹介 します。火山島であってアグン山をはじめとす る高山が、水源 にな

っているわ けです。 この図では、道路が白線 で書 き込 まれていますが、 これ と平行 して潅

慨水路が山の中腹 か ら平地部 にか けて網の 目のように展開 しているのであ ります。水利慣

行の慣習法アダッ トは厳格で、水利組織 によって管理 され、王家であって もその組織の一

員 として秩序 に従わねばならない、 とい うことであ ります。
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バ リ島の最高峰のアグン山3142メ ー トルは聖 なる山 とされ、それ に向か う方角 カジャを

聖 なる方角、海 の方角 クロ ッドは悪霊の領域 を指すのだ とも聞 きました。集会で も上席は

カジャのほうに位置 し、寺院の位置や火葬の場、あるいは屋敷の構造に もこの 爪方位"が

重要であるとも聞 きました。バ リ島の文明の独特の基盤がそ こにあるようです。

2.灌 漸 文 明

この ようにバ リ島の風物 に触 れて見 る と、 自然 にわが国の文化 を思い起 こさせ ます。 ウ

ル ンダヌ ・バ トゥール寺院の庭 で潅頂 をうけなが ら、私は本 日の講演の ことを考 えてお り

ました。伊東俊太郎会長 か ら、「文明の基盤 としての文化」 とい うテーマで話す ように と

い う指示 をいただき、それを承諾 していました。 ご承知の通 り、伊東先生 は文明の基盤 に

文化がある、 とい う主張 をなさってい ます。バ リ島の文明の基盤 に、 その潅概組織がある

ように、日本文明の基盤 に水利組織があ り、Ew文 明IrrigationCivilizationが ある。潅

概文明 という言葉 を用いてシンポジウムをやったのは、私の師匠のひ とりジュリアン ・ス

チ ュワー ドであ ります。 その時 にパネルに参加 した人の中に水利社会Hydraulicsociety

とい う言葉 を用 いて大著 『東洋的専制主義』を書 いたカール ・ウイッ トフォーゲルがい ま

す。私 はその ような学生時代 に学んだ ことを思い出していました。

かつて東畑精一博士が、国際会議で 「あなたの国にはエ ジプ トのピラ ミッドに比 すべ き

ものがあるの をご存 じか」 と聞かれ、返答 に窮 していると、「それは、あの日本 のいた る

ところにあ り、汽車 から見 える棚田です よ」 と言われたそうです。山頂近 くまで、石垣 を

築 き、水の漏れない水平面 をつ くり、 それを見事に維持 して行 くには、実に驚 くばか りの

労働力が、幾百人、幾千人 もの農民によって、長い間注がれてきた ものであ ります。その

点 では、あのエジプ トの ピラ ミッ ドの建設 に注がれたエネルギーに匹敵す るので はない

か。「日本で驚 いた ことはた くさんあるけれ ども、あの 日本 の ピラ ミッドー棚 田を目のあ

た りにした ときの驚 きには比べ るものがあ りません」 と言われたそ うです。

最近では棚田学会 というような組織がで きているそうですが、ほん とうに棚田に投下 さ

れた労働力 は巨大 な もので、棚田の景観 はピラ ミッドに比肩するような人間の営為の結果

といえるで しょう。

速 水融 教授 が 「勤 勉 革命IndustriousRevolution」 と呼 んで、「産 業 革命Industrial

Revolution」 と対比 してみせ た江戸期 日本の発展 も、 そのひ とつの結果であ りましょう

が、弥生時代以来の水田稲作農耕が普及 して行 く過程 では、 まず盆地や河谷段丘 を利用す

る棚 田が構築 され、やがて沖積平野 にまで新 田開発が展開 していった と言えるでしょう。

日本の水田稲作文化の伝統 は、現在では縄文時代晩期 には本格的な稲作が存在 していた

ことが、九州の板付遺跡な どか ら証拠だてられています。縄文農耕 を要約 します と、縄文

前期(BP6000年 頃)か ら原初的農耕(ヒ ヨウタン、 リョク トウ、ケツルアズ キ、エゴマ、
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シソ、 ゴボウ、その他の栽培)が 開始 され、縄文後期(BP4000年 頃)か ら焼畑 を中心 に

畑作、天水田による稲作 をふ くむ 「初期的農耕」段階に入 り、縄文後期か ら弥生時代初期

には本格的な稲作農耕文化の段 階 に入 った とい うのが、中尾佐助、佐々木高明、渡部 忠

世、上山春平、谷泰が参加 した 『稲作文化』(上 山 ・渡部編:1985>の 結論であ ります。

なお私 は、文明は千年紀 を単位 に、文化 は世紀(百 年)を 単位 にして論 ずべ きだ と考 え

ていて、文明についてはBPを 用いるべきではないか と思 ってい ます。

3.日 本 の 水 利 社 会:愛 媛 県 大 西 町 宮脇 の 事 例 一河 野 正 文 氏 の 報 告 か ら

さて、私 はバ リ島での学会で、 日本 の水利社会 についての報告を聞 きました。第16回

民族芸術学会 その ものは、バ リ島の国立 ウダナヤ大学を会場 として開かれ、木村会長 と現

地 のウダナヤ大学 のイ ・ワン ・グ リア教授 の基調講演 のあと、研究報告があ りました。第

1部 はバ リ島研究で したが、第2部 には日本の事例の研究報告 もあ り、 そのなかで、河野

正文 さんの 「大井八幡神社 の春祭 りと水系制御」 とい う報告 を聞いて、感心 しました。そ

れは、 ここで主題 としてい るテーマ にまさにピッタ リの もので した。私 はその報告を聞い

たのち、帰国してか らも連絡 を取 り、去 る8月 に現地 を訪問 して河野 さんに再会 し、 その

案 内で現状 を見せ てもらい、報告 の内容 を今 日の私の話 に織 り込む ことを許可 していただ

いてまい りました。河野 さんは大橋力教授 らとの共同論文 をはじめ、すでに沢山の業績が

ある人ですが、現在 は愛媛県大西町の下水課長 さん として勤務 されている方です。今治市

に隣接す る大西町の大字宮脇 は、 もと宮脇村 と呼 ばれ、北 の瀬戸内海 にむか って開けた土

地で、町の9つ の地 区のひ とつであ ります。 ここには弥生時代 の遺跡があって、発掘調査

が行 われ ました。 もみ痕 を伴 った土器 も発掘 されていて、古 くか らの定住の歴史が うかが

えるところです。

瀬戸内気候なので年間降雨量が1300ミ リ以下 とす くな く、 また傾斜地 のために雨水 もす

ぐに海 に流れ込 んで しまうので、古来溜池 と潅概用水路 の施設 の管理 に大 きい努力が払わ

れて きました。小字名 に東新開、西新開 という地名が あるので、水 田開発 もお こなわれた

ことが推測 され ますが、宮脇の石高 は松 山藩検地記録 に1700年(元 禄13年)に723石9斗

0升4合 、1868年(明 治元年)に は730石7斗0升7合 で、わずか6石8斗 の増加なので、

新田開発は元禄以前 の もの とみなされています。

宮脇で は耕地の割替制度 黙地坪(じ ならし)"の 慣 習が あ りました。 これ は、村 内の土

地すべてを村民の共有 とした うえで、「村 中立会 の もとに一筆 ご との土地の大小、等級付

け、石盛 りを決定 し、次に この一筆 ごとの土地 を土質 ・水利 ・交通運輸 な どの良否便利 を

考慮 して十数段階 に区分 し、 この区分 した土地 を種々組合せて一定単位の くじをつ くる。

これを各百姓が従来か ら保持 していた石高 にしたが ってひかせ るというものである。」

それ を宮脇 では1812年(文 化9年)に 行 ったことが記録 されています。
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この制度の もとは慣行 として伝承 されて きた 爪土地所有の交替制"に ある と考 えられて

います。土地交替 の単位 は'か ぶ"と 呼 ばれる谷が基本 になってお り、それ は同時に小 さ

なお宮 を祀 る氏子の単位で もあ りました。 この'か ぶ"組 織 には、 また"か ぶ"と 呼 ばれ

る長老がいて、 この 爪かぶ"長 老が連合 して谷 ごとの土地交換 をしていた とい う伝承があ

るそうです。 この土地利用慣行 は、1873年(明 治6年)の 地租改正 まで続 けられていた と

いわれ ます。さらに宮脇地区では、 この慣行 に加 えて"ナ ラシ"と いう小作人相互 の耕作

地の交替制 を戦後 の農地改革 までおこなっていた地主 もあった といいます。つ まり、土地

区画 の所有 ・耕作権 を年限 を区切 ってある家か ら他の家へ、 あるいはある人か ら他 の人へ

交替 させる という、 きわめて流動 的な土地所有制度の伝統が あった といえます。

旱越の ときの水争 いは、 日本各地で村落社会 を揺 るがせ る紛争、騒動 になってい ました

が、その対策 として、ひ とつはこの自然災害の回避 を神 に祈 り、他方でで きるかぎり合理

的に水 をめ ぐる紛争 を解決する工夫が、社会組織 に組 みこまれていたのです。

神 に祈 るほ うは、宮脇 の場合では氏神の大井八幡神社の祭礼にうかが えます。8世 紀か

ら鎮座するこの神社 は、松山藩領 となってか らは野間郷三大社のひとつとして、代官の申

し出で頻繁 に雨乞い祈疇、五殻祭が営 まれてきました。毎年5月19日 の祭礼 は、 旧8月27

日であった といわれます。丘 の上の神社本殿か ら85段 の石段の下 の馬場 までの境内で、先

払いの芸能の列が芸能 を披露 してか ら行列 を先導 します。"や ぐら"と よばれ る山車の台

上 に4人 の子供が小太鼓 をたたいて嚥 し、かけ合いで音頭をうたい、大人 たちが それを曳

きます。ついで'奴"に よる"大 名行列"。9人 が傘 を投 げあい、のちの8人 が槍 を投 げ

合いなが ら行進 します。 つづいて"獅 子"で 雌雄一対 の獅子が"保 存会"の メンバーによ

って演 じられ ます。そ して神輿が きますが、大人 の神輿2基 、子供神輿が8基 登場 しま

す。 これが渡御列の最後 にな りますが、渡御列の通過後、石段下 の馬場で獅子の 爪場つか

い"と い うパフォーマ ンス、神輿の"お 旅"儀 式、 そして1981年(昭 和56年)か ら開始 さ

れた という4人 の少女 による"浦 安の舞"奉 納があ ります。

この祭礼 を支 えているのは旧村単位の 略オ トウ"と よばれる組織で、近畿地方では宮座

とふつう呼 ばれている祭祀組織です。宮脇では厄年の男子が 黙オ トウ"に な り、それを受

けた人(乙 名一お とな)は 大 きい社会的評価 を与えられるといわれます。 また大井八幡神

社 そのものの¥¥_}..オオ トウ"と い う役があって、 きび しい物忌みを経験する もの とされて

います。神社の祭祀組織全体 は宮脇、新 町、大井浜の氏子 の連合体で、古 い氏子4～500

人で、 それに新 しく移住 した人々 を加 えて800世 帯 ということです。

宮脇 には村の中に5つ の〃小宮 〃と呼ばれる小さい神社があ り、 それぞれやは り"オ ト

ウ"を もっています。 そのなかには、一度官の命令で明治5年 大井八幡 に合祀 されたけれ

ども、氏子の強い願 いで明治10年 もとに'還 座"し た諏訪大明神社 もあ ります。

この5つ の"小 宮"と 別 に、さらに小 さい神様¥¥や ぶかみさん"と よばれる小祠があ り
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ます。 それは"ガ ワ"と 呼ばれる近隣集団のい くつかが集 まって"オ トウ"に なってい ま

す。黛ガワ"は 冠婚葬祭や農業の相互扶助 など、 日常的な地縁的基礎集団であ ります。

さて、宮脇 は傾斜地で棚 田が多 く、溜池 に水 を貯 めて配分するシステムが必要であ り、

それ ははや くか ら確立 していました。ム ラの川の主流である宮脇川の東に11、 西 に4の 溜

池があ り、それぞれが上流下流の関係 をもちなが らネ ットワークを作 っています。 それぞ

れの池 は大小の集水域 をもっていて、なかには宮脇川 と平行 して流れている山之内川か ら

取水 している場合 もあ ります。 まず天水 に頼 ってい る水利組織 に、池が弾力性 を与 えてい

て、渇水期 には"ワ タシ"と 呼ばれ る非常用の水路(樋)が 活性化 され ます。

水の管理 は、爪役"と 呼 ばれる共同作業で維持 されています。爪役"に は 、村役"と 爪ガ

ワ役"が あり、村役 は耕地 を単位 に、またガワ役 はガワすなわち地縁的小組合 を単位 にな

っている。耕地は水系にしたがって奥耕地、中通 り耕地な ど5つ にわかれています。ガワ

は、 それが細分化 された地縁組織であ ります。 また"池 番"、 黙堰番"と いう役 もあ りまし

て、 さらに水不足 の ときには特別 に¥¥番"と いう監視 ・管理役がっけられ る慣習 になっ

ていました。池単位でその利用者が集 まって協議、水番 を交替 でお こない、勝手な利用を

禁止 しました。池番 と水番を分離す ることは非常事態 に対応する準備であ りますが、管理

が分離 しているので、独走 できず、双方協議 によって解決す るとい う、耕地内での紛争を

抑止する機能 をもっていた といえるで しょう。バ リ島の慣習法アダッ トを連想 させ ます。

溜池 と水路 のシステムに、密度の高い秩序が制度化 されていた といえます。

伝統的に 黙かぶ"と 呼 ばれてきた ものは、現在で は"ガ ワ"と い う地縁的小単位 になっ

ています。それは'や ぶかみさん"と 熟小宮"の 共同祭祀 に参加 し、 さらに大井八幡神社

の氏子 として統合 されてい るわ けです。それを水利組織 の面か ら見 る と、黙ガ ワ"は5つ

の"耕 地"に まとめられ、さらに奥 と町 という2っ の耕地連合体 として まとめ られ ます。

祭礼の時 には奥は獅子、奴、神輿 を担 当し、集会場 をもってい ます。町はや ぐらと神輿 を

担 当し、 ここも集会場 をもってい ます。すなわち、水利組織 と祭祀組織は宮脇地区 として

統合 されているのであ ります。

河野さんは大橋 さん との共著論文で、祭礼での中立的 ・超越的 ・神秘的媒体 としての神

事芸能の機能が、葛藤制御 に果たす役割、制御 回路 としての 「情動」、爪神々 という名の制

御 回路"に ついてのべてい ますが、 ここではこれ以上立ち入 らない ことに します。

河野さんの報告 は、スライ ドをまじえて、獅子の立 ち芸、や ぐら、若衆奴、神輿 をオ ト

ウの家に運 び込むサカムカエの儀式、皆廻池(か いもりいけ)に 投 げ こまれ る行事 などの

パ フォーマ ンスを紹介 し、さらに都市化の中で 「水田基盤整備事業」 と 「今治広域都市計

画公園」が宮脇 の慣行水利権 をめ ぐって十数年、26回 の会合の結果 として、13ヘ クタール

の 「健康都市公園」が誕生 し、年間12万 人 の人 々を集 める施設 になった こと、 また渇水期

には"寺 樋 かか り"と いう下の田か ら上の田に水 を還流 させ る装置、 あるいは危機 に瀕 し
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た時には山之内川の水 を宮脇川や才鳥池 を越 えて皆廻(か いもり)池 にわたす"大 渡 し"

というしかけをしっか り 「協議要録」 として残 したこと、 などが報告されました。

私 は、現地で建設の終わった公園、そのなかに取 り込 まれたかいもり池 と、そばに作 ら

れた歴史資料館、そして妙見山の山頂 の古墳 を中心 とす る古墳公園 を見学 してきました。

「26回の協 議会 は
、350年 に渡 って守 り育 てたかい もり池 とい う 「財」 を、公 園 とい う

「形」に変 えて後世 に残す作業の場であった」 と河野 さんのレジュメには誇 り高 く述べて

います。公園の一角に、寺谷の妙見神社 という 黙やぶかみ さん"が 復元 されていました。

もとその境 内であった場所に、明治時代の神社合祀で消滅 していた祠を復活 し、そこで祭

りが復活 した、 とい うことも、興味のあることで した。

ウイッ トフォーゲル は 『東洋的専制主義』1956と いう大著で、水利社会の特性がオ リエ

ンタル ・デスポティズムを生んだ として、 日本 もその周縁 の水利社会 であるとしていま

す。「禺の治水」 として有名な中国古代の尭 ・舜 とな らぶ聖王の伝説、夏王朝 の祖 とされ

る萬王の話 はよく知 られてい ますが、黄河の治水が中国文明にとっては死活問題であ り水

を治める者が天下 を治めるという思想 は長 く東洋思想のなかにあ りました。治水が広域支

配一中央主権的支配体制の国家 を形成 した と捉 えていることは肯定できます。

この大西町宮脇 の事例は、小規模なが ら水田稲作農耕 を基盤 とした地域の自律的な文化

の持続性、現代社会への適応の実例 をしめ していて、 日本文明の基盤 にこうした水利社会

が存在 していることをよく示 していると思います。 日本文明の基盤 に弥生以来の農耕文化

の伝統があった ことはたしかであ ります。

4.縄 文 文 化 の伝 統 に つ い て

従来、日本文明 はB.C.300年 頃か ら日本列島に伝播 してきた水 田稲作農耕 には じまる、

という説が通説になってお りました。伊東先生の有名な図で も、23の 世界の諸文明のなか

で、 日本文明は1300年 ほどの長 さで示 されています。

しかし、近年、青森市内、南西の丘 にひろが る三内丸山の縄文遺跡の発掘が進むにつれ

て、 この常識が覆 されかねないことになりました。

三内丸山の遺跡については、 ご存知 の方が多い と思 いますが、 ここでその特徴的な事項

を箇条書 き的に申 し上 げることとします。

① この東北北部か ら北海道南部の地域 は、考古学で は円筒式土器 の出土す る地域 とし

て、その様式の編年 もよくできてお りました。三内丸 山遺跡の トレンチからは、その編年

通 りの一連 の様式の土器が整然 と発掘 され、 その結果、今か ら5500年 前か ら4000年 前 ま

で、お よそ1500年 に渡って持続的に集落が存在 していたことが明 らかにな りました。

② 集落の規模 は、35ヘ クタールにおよび、住居、墓、倉庫、 ごみ捨て場な どが、整然

と残 っていて、計画的な集落つ くりが存在 していることがはっ きりしました。
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③ 出土品は3年 間でダンボール4万 箱 とい う膨大な量 に達 し、まだその数十倍の遺物

が未発掘の状態であ ります。土器、石器 のほか、5500年 前の樹木や、ヤマブ ドウ、サルナ

シ、ヤマグワ、キイチゴな どの種実や、花粉、寄生虫卵、植物遺伝子な ども注意深 く発掘

され ました。

④ 直径約1メ ー トルの掘立 て柱 の跡が6つ 、整然 と並んで発見され、 そこにはク リの

巨木が立て られていたことが明 らかにな りました。高 さ20メ ー トルの列柱で、 それは復元

され ましたが、い まは櫓状 の構築物 だ けで、その上 に どの ような構造物(屋 根、家屋 な

ど)が 載 っていたか は論争 のある ところで、未決着です。

⑤ 静岡大学の育種遺伝学者佐藤洋一郎助教授 は、花粉分析の結果、集落の周辺にはク

リ林が広がっていた と推定 しています。 これ は、 自然状態の森か ら、 ク リだ けを選択的に

残 した可能性が あ り、"栽 培"の 原型ではないか、 と想像 され ます。 またウルシ も大量 の

種子が見つかっていて、 これ も栽培 されていた可能性があ ります。 ヒョウタン、エゴマ、

ゴボウな どの栽培 していた種子が見つか り、 また炭化 した ヒエの種子 も見つかっています

ので、農耕が存在 した ことは確かです。考 えてみる と、縄文人は新石器革命後 の人々です

か ら、農耕 をしていて も不思議ではあ りませ ん。 むしろ、佐々木高明さんなどが熱心 に縄

文農耕論 を提唱するまで、縄文人 は農耕 を知 らない、未開野蛮な生活 をしてい ると思 いこ

んで きたふ しがあ るわけです。考古学者の罪 とい うよ りも、進化論的、発展段階説的に歴

史 を見 る19世 紀進化論、あるいはマルクスの発展段階説 に呪縛 されていた時代 のせい とい

えるでしょう。

⑥ ウル シはい うまで もな く漆器の原料ですが、発掘品の中 には非常 に精巧なろ くろを

用いたような形の木椀に赤漆が塗ってあ ります。物質文化のなかで は、漆塗の櫛、網代編

みのポシェ ットがそのまま発掘 されてい ます し、繊維 を編んだ編布(あ んぎん)も あ り、

皮の衣服 もあ りました。

⑦ 食料 のなかで魚類 も重要です。春には内湾に回遊す るイワシ、浜辺のアサ リ ・ハマ

グ リ、夏には外洋近 くでマダイ ・クロダイ ・マグロ ・ブ リなどの大型魚、秋 はアジ ・サバ

な どが捕獲 されていて、骨角器 の道具があ り、魚の骨、貝殻 な ども大量 にあ ります。山で

は春 にゼンマイ ・ワラビな ど、秋 にはク リ・クル ミ ・トチノ ミなどが採集 され ます。冬 は

主 に狩猟で、イノシシ ・ニホンジカな どの野獣、ガ ン ・カモ類 などの渡 り鳥 も重要 な蛋白

源であ りました。

⑧ もっとも注 目をあつめているのは、 ヒスイの玉であ ります。普通 はカツオブシ型の

加工品が多いのですが、三内丸山では直径4.8セ ンチの球形 の玉が出土 してい ます。 ヒス

イは原産地 が新潟県糸魚川市の長者ケ原遺跡周辺 しか あ りませ ん。 その原石、半製品、そ

して完成品が、 ここでは出土 してい るので、 ここに原石が運ばれ、加工された ことにな り

ます。
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⑨ 同様 に、遠 くか ら運 ばれてきた物質文化 として、北海道産 の黒曜石が あ ります。 こ

れ は鐵の原料です。 また鐡 を矢 の軸 に接着するためのアス ファル トが、秋 田県下か ら来て

います。 また装飾品 としての コハ クが岩手県久慈市か ら来ています。 この ような ものの存

在か ら、 これ らの物財 をもちこむ、交易、運搬の手段の存在、いわ ば商業的機能の存在 し

ていた ことは明 白であ ります。小山修三 ・岡田康博両氏の 『縄文時代の商人た ち』(2000

年洋泉社新書)は 、 このあた りのことを詳 しく検討 しています。

⑩ この遺跡 には幅12メ ー トルの道路が、420メ ー トル以上 も続 いていて、それは縄文

海進時代 には海岸であった と推定 されている、現在の青森市街のほうに向かっています。

その先端 には、桟橋 ないし港があった と推定 されていますが、未発掘です。

その道路 に沿って子供の墓、幼児甕棺 が整然 と埋葬 されています。成人の墓地 は集

落 の外 にあ ります。なぜ子供だけが集落 の中に埋め られてい るのか、 これ も疑問です。

⑪ 建築 には500棟 以上 の半地下式竪穴住居趾の ほか、長径が10メ ー トルの楕円形の大

型建物(ロ ングハ ウス)も あ ります。 この建物 の用途 は、積 な どの祭祀用施設、首長 の住

居、若者小屋、食料倉庫な どさまざまな説があ ります。他 に4棟 の高床式家屋があ り、 こ

れは倉庫だっただろうとされています。

岡村道雄氏の 『縄文の生活誌』(日 本の歴史01巻 、講談社、2000)は 、最近刊行 さ

れた本ですが、そ こには 「三内丸山遺跡の生活誌」 とい う章があ り、 このムラの祭 りに行

く別のムラの氏族の長 の13歳 の娘 アカメが父親 とともに三内丸 山を訪問す るとい う設定の

フィクシ ョンのなかに、発掘か ら得 た情報 を盛 り込 む とい うスタイルで、その雰囲気 を

、復元"し ています
。

⑫ 縄文人 の好 んだ色 はなにか、例 のや ぐらは本 当はどの ような意味を持つ ものか、酒

はつ くっていたか、な どな ど、推定 はきりがあ りませ んが、最後 に大量に存在す る土偶 に

ついて述べておきます。板状土偶 と呼ばれ るこの土製品 は、1500点 に達 します。それが、

80%ま でが盛 り土 からの出土であ ります。十字型の板状で、最大の ものは32セ ンチの長 さ

で、 しか も90メ ー トル も離れて首 と胴体が別 に見つかっています。他の ヒスイ、 ミニチュ

ア土器、装身具な ども一緒に見つか ってい るので、 これ は儀式に使 われ、最後 には捨て ら

れた もの と推定 されてい ます。3カ 所 この ような盛 り土の場所が あって、祭祀 の場所の可

能性が高 い とされています。

5.1500年 の持 続 的 遺 跡 の 語 る もの

縄文時代 の区分でい うと縄文前期(6000年 ～5000年BP)の なか ほ ど5500年 前 か ら、縄

文中期(5000年 ～4000年BP)の 終わ りまで、1500年 にわたって存在 した この三 内丸 山遺

跡は、文明学に関心 を持 つ私たちに も、大 きい課題 を投 げかけています。

まず、そ の1500年 とい う時 間 の長 さで あ り ます。現在 か ら遡 っ て1500年 とい う と
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AD500年 にな ります。歴史年表 で見 ます と、552年 頃仏教伝来、562年 任那の 日本府 の滅

亡、593～622年 聖徳太子 の摂政 で、593年 難波四天王寺創建、600年 遣階使派遣、604年 十

七条憲法制定、607年 法隆寺創建、630年 遣唐使派遣、645年 大化改新、658年 阿部比羅夫の

蝦夷征討、 というような記述がな らび ます。 いうまで もな く現在 の日本史は、 このあた り

か ら本格的 に歴史 となって くるわけです。

つま り三内丸山の1500年 は、現在の 日本史 の時間 をすっぽ りとはめ こんで しまう時間 を

もっていることにな ります。

弥生時代 がBC300年 頃 か らとい うことなので、そ こか ら日本史 をはじめて も、 これ に

800年 を追加す るだけであ ります。先程 の伊東先生の図に修正 を くわえて、時間軸 をのば

して、三内丸山の持続的時間を書 き込んでみ ます と、それは図の うえで はこの様 にな りま

す。(11ペ ージの図参照)

つま りBC3500年=BP5500年 ということは、 日本文明の(そ の ものではな くその先駆 的

形態、先行する形態)の 文化がメ ソポタ ミア文明 とおなじところまで届いて しまう、 とい

うことであ ります。

できれば私は、伊東先生のお許 しを得て、 この先行形態(三 内丸山文化)を 図上に書 き

込みたいのであ ります。 それによって、い くつ もの課題が私たちに与 えられるとい うこと

になる、 と思います。

① まず、現在 の日本文明を相対化 して とらえることが可能になる、 ということがあ り

ます。私たちはどうして も日本の歴史 とい うと記紀 にはじまるという観念 から脱却できな

くて、それが藤原不比等 らの構想 によって天皇家 を軸 にした構成 になっていると承知 しな

が らも、古代 は　々た る悠久の時間のなかに解消 しがちであ り、それ以上 のイマジネー シ

ョンを働かせることができないでいました。 それが、 これだけの事実を物的な証拠 として

突 きつけ られると、あ らためて文明史 のなかで 日本の過去を復元す る作業 に取 りかかれ る

ということになるわけです。

② 三内丸山文化が消滅す るBP4000年(縄 文中期)か ら2300年 までの間、すなわち縄

文後期(BP4000～3000年)、 縄文晩期(BP3000～2300年)の1700年 間がいわ ばブラ ック

ボックスになるわけですが、そこに私 たちのイマジネーションの活躍す る舞台があるので

はないか、 と思います。

かつて柳 田國男 は 「山に隠れたる人生あること」 として、山民の存在 にさまざまなイマ

ジネーシ ョンを働かせ、 また 『海南小記』か ら晩年の 『海上の道』にいたる海洋の系譜 に

ついて も多 くの ことを書 き残 しました。 また折 口信夫 はその 『古代研究』 において、 さま

ざまの ことを論 じました。それ らをこのブラックボックスに当てはめてみることで、新 し

い考 えが着想で きるのではないか、 と思います。

また、大林太良氏 や吉田敦彦氏 らの神話研究 にも、 あた らしい光 を当てて見 ることがで
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伊 東 俊 太郎 編 『比較 文 明 学 を学 ぶ 人の た め に」1997、 世 界 思想 社(一 部 修正)
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きるので はないか。 日本のアニ ミズム、シャーマニズムについて も、 この1700年 を埋めて

ゆ くことで新 しい知見が生 まれるのではないか、 とも思 うのです。吉野裕子さんのへび一

竜 一水神信仰の研究な ども、縄文研究の進展によって新 しい検討が可能で しょう。

大和朝廷の中央権力 と、東北や西南の周縁 との緊張関係 にも、 さらに東北 日本 と西南 日

本の人 口の逆転現象に も、 い くつ もの仮説 を出 してゆけるのではないで しょうか。

③ 三内丸山文化 とここで呼ぶ ものが、都市の起源、あるいは文明の起源 とかかわ りが

あるのか どうか。梅樟忠夫 さんはそ こに神殿都市の起源を 爪妄想"さ れてい ますが、 もし

文明が"制 度、装置、機構の ようなシステム"と い う梅樟 さんの定義でみるならば、 ここ

に縄文"文 明"の 存在 を高 らかに提起 して もよいのではないか と思 います。

考えてみる と、縄文人 と私たちはDNAに おいてはおなじ組成 を持っている筈であ り、

その喜怒哀楽の感情表出が、私たち と大 きく異 なっている とは考 えられ ません。 また、近

代的な科学的知識 という点で は異な りますが、 まった く別の論理で ものを考えていた とは

考 えられ ません。そ こに商業的な活動の動機がなかった とは言 えないで しょう。

た とえばヘ ビを見る とビクッとし、闇に恐怖 を抱 くというような私たちの習性は、 また

焚 き火 を見つめた り、川の流れの音 を聞いた りす る時の私たちの感性は、それぞれ動物行

動学的な背景があるとして も、長い時間の記憶の中で、私たちの遺伝子 に隠されていて と

きに発現する縄文の記憶 か もしれないのです。

今年(2000年)の 元旦に、私 は求められて 「京都新聞」 に 「日本文明ゼロか らの出発」

とい う文章 を書 きました。 そこで私 は千年紀単位でみる文明の時間を とりあげて、仮 に日

本が二千年の文明があるとすれば、それを二分 してみると、いまか ら千年前は摂関政治の

最盛期で、藤原道長の時代、「源氏物語」の生 まれた時代 であ り、 まさに日本文明が独 自

の性格 をそなえ始めた とし、それか ら千年が経過 し、い ま新 しい30世 紀 にかけての千年紀

のはじま りにあた って、西欧中心の文明システム を、人類全体の文明 システムに組み替 え

てゆ く過程での、ゼロか らの出発 をはじめるべきであると書 きました。

それに加 えて、弥生時代 に先行する縄文時代2200年 一二つの千年紀へのイマジネーシ ョ

ンの強化 によって、 日本文明の より正確 な位置付 けが可能 にな り、それ に よって地球時

代、地球文明のなかで日本文明が果 たし得 る役割がよ り鮮明になると思います。

④ 歴史 に倒叙方式 という方法があ ります。い まか ら遡 って歴史 をかんがえる方式であ

ります。内藤湖南 はかつて、いまの 日本 の事物 はおよそ室町時代にその起源 をみることが

で きる、 と述べ ました。たいていの慣習、事物 は、たしか にその通 りであるといえます。

その累積 のなかで、 日本文明が構成 されてい る、 と言っても過言ではないで しょう。

また日本人の世俗化(宗 教はなれ)は 、応仁の乱 を経過 し、信長の天下統一の頃 にはじ

まった と思い ますが、 それ を経過 し、秀吉 を経て、家康の保守的な幕藩体制の もとで江戸

時代260余 年 のイ ンヴォリュー ションの時期 を経過 しました。 そして明治の天皇制、中央
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集権体制 によって近代化 をすすめ ましたが、帝国主義、軍国主義の クライマ ックスを経

て、敗戦 によってその体制が崩壊 しました。

以後 は半世紀 にわた る敗戦後の復興、戦後体制か ら、高度経済成長 によって、大 きく変

貌 しました。そして現在 は情報革命 を経験 しっつあると言えましょう。1960年 代のテレビ

の急速な普及 もあ りました。さらに電話の普及 に百年近 くを要 したのに対 して、い ま携帯

電話 の普及 はここ数年の出来事 であ り、過去の電話 を しの ぐ台数 に達 してい るといい ま

す。 しか もそれがインターネ ッ トで世界 につながる事態 になっています。 日本文明はこの

ように実体 を変貌 させているのであ ります。

⑤ しか し他方で、水 田稲作農耕 を基礎 とす る文化の前 にある縄文時代の再認識が進 ん

でいるわけです。 かつての狩猟 ・採集 ・漁携社会 を、野蛮 ・未開の貧 しい社会 とみなす見

方は19世 紀進化論 の発展段 階説 に毒 された偏見であることが、 しだいに明 らかになってき

ています。 これ はひ とつには、現存する、あるいは現存 していた として記録 のある狩猟採

集漁携社会が、すべて砂漠、熱帯降雨林、あるいは氷雪地帯 に適応 して生存 している人々

であったこと、そのいわば極限的な自然環境 に過適応 した人 々の生活 をモデル にしていた

ことによるもの といえるで しょう。 より快適な 自然環境 一温帯地域の ような地域 は農業牧

畜に置 き換 わ り、狩猟や採集、あるいは漁榜 は農耕文明の周縁 に追 いや られてしまったの

です。その結果、発展段階説の呪縛によって、私たちは抜 きがたい偏見 を狩猟採集社会 と

その文化 に抱いて しまったのではないで しょうか。

⑥ アフルエ ン ト・フォレジャーズ とい う認識が登場 して きて、狩猟採集社会 とその文

化 についての私たちの認識 を修正 させ、偏見 を是正 するに至ったのは、最近数十年の こと

であ ります。

三内丸山の縄文遺跡 は、雄弁 にこの再認識 を促 し、私たちにパラダイムの変換 を要求 し

ているといえないで しょうか。

⑦ 陸地 中心の史観か ら海洋 中心の史観への転換 を主張 してい る川勝平太 さん とか、新

しい網野善彦 さんの仕事 にも注 目 して よい と思い ます。網野善彦 『「日本」 とは何か』で

は、南北 を逆 にした 日本列島 とその周辺 を示す地 図を巻頭 に掲 げて、「日本」国の虚像 を

あばき、百姓の本質 をえが き、根本 的に日本史 を見直す ことを私たちに迫 ります。文明の

基盤には文化が存在 し、それが文明のありかたを規定 している、 とい う事実 は否定で きま

せん。 日本文明の基盤 には弥生時代以来の水 田稲作農耕がある ことは明 らかで、それを基

盤 にして日本 という国家が生 まれ、 また耕 して天にいたるような ピラミッドに比肩 しうる

耕地 を作 り上 げてきました。制度、装置、機構が システム として機能 して きました。近代

化の過程では、それに中央集権体制 によって、近代的な再整備が進み、 さらに第二次大戦

後 には高度経済成長 の結果、 より強靱 な文明の骨格が再構築 され ました。

あ きらかに、現在 の日本文明の基盤 には、 この農業文明 とそれを基盤 にした都市社会が
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あるといえます。

しか し、5500年 前 に遡れる縄文の遺跡の長い、持続的な社会 の存在が確認 された以上、

これ を無視することはで きません。 ウルの遺跡、モヘ ンジョダロの遺跡、あるいは黄河流

域や近年明 らかにな りつつある長江中流域 の良渚遺跡などと、同時代にある縄文の社会の

存在を も、私たちは私たちの祖先 の営みとして認めなければな りません。 まだまだブラッ

クボックスは存在 してい ますが、決定的な"文 明"と 呼び得る日も遠 くない と考えたいの

であ ります。

ご清聴 を感謝いた します。
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